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明
け
¨
権
峰
嘲
れ
れ
ば
攣
け
産
杉
申
¨
勧
峰
い

気‐‐‐
地

和
嚇
『
巌
』

う
ほ
ど

「原
発
マ
ネ
ー
」
の
資
金
源
が
膨
ら
む
エ
ネ
特
会
の

「カ
ラ
ク
リ
」
を
検
証
し
た
。
　
　
　
（原
発
事
故
取
材
班
）

一
一
■
前

身

エ
ネ
特
会
は
二
〇
〇
七

年
度

，
電‐
源
開
発
促
進
対

策
特
別
会
計

（電
源
特

会
）
と
ヽ
石
油
及
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
構
造
高
度
化

対
策
特
別
会
計
が
統
合
さ

れ
て
生
ま
れ
た
ザ

前
身
の
電
源
特
会
は

一

九
七
四
年
、
田
中
角
栄
政

権
下
で
設
け
ら
れ
た
。
発

電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備

法
な
ど

「電
源
三
法
」
が

成
立
し
、
原
発
を
造
る
と

特
会
か
ら
地
元
に
交
付
金

が
落
ち
る
現
在
の
仕
組
み

が
始
ま

っ
た
。

財
源
は
電
源
開
発
促
進

税
。
販
売
電
力
に
応
じ
て

各
電
力
会
社
に
課
税
さ
れ

る
。
そ
の
分
は
電
気
料
金

に
上
乗
せ
さ
れ
、
最
後
は

消
費
者
が
負
担
す
る
が
金

だ
。
税
率
は
千
臨
時
当
た

り
三
百
七
十
五
円
。

一
世

帯
当
た
り
平
均
で
月
約
百

十
円
に
相
当
す
る
。

「
住
民
の
皆
さ
ん
に
非

常
に
迷
惑
も
か
け
て
い
る

の
で
、
あ
る
程
度
福
祉
を

還
元
し
な
け
れ
ば
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
い
」

七
四
年
当
時
に
通
商
産

業
相
だ

っ
た
中
曽
根
康
弘

元
首
相
は
国
会
で
こ
う
答

弁
し
、
電
源
三
法
の
意
義

を
説
明
し
て
い
る
。

■
温
　
存

促
進
税
か
ら
の
税
収
は

一
一
年
度
、

一
般
会
計
を

通
じ
て
二
千
九
百
七
十
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
電
力
需
要
が
伸

び
れ
ば
原
発
立
地
に
金
が

回
り
、
さ
ら
に
原
発
新
設

が
促
さ
れ
る
と
い
う
エ
ネ

特
会
の
サ
イ
ク
ル
は
、
八

六
年
の
旧
ソ
連
チ
エ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
な
ど
国
内
外

の
相
次
ぐ
原
発
事
故
で
行

き
詰
ま
っ
た
。

事
故
の
影
響
で
新
規
立

地
が
難
航
。
原
発
着
工
の

ベ
ー
ス
は
七
、
八
〇
年
代

の
二
十
基
前
後
か
ら
九
〇

～
〇
〇
年
代
は

一
ケ
タ
に

落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
た
め

計
画
し
て
い
た
交
付
金
を

支
給
で
き
ず
、
八
八
年
度

以
降
、
立
地
対
策
関
係
だ

け
で
毎
年
の
剰
余
金
の
残

高
が

一
千
億
円
を
超
え
る

状
態
が
続
い
た
。
〇

一
年

度
に
は
会
計
検
査
院
が
間

題
視
し
、
剰
余
金
を
圧
縮

す
る
よ
う
経
済
産
業
省
に

求
め
た
。

同
省
は
批
判
を
か
わ
す

た
め
、
将
来
の
原
発
建
設

に
必
要
な
交
付
金
の
準
備

と
し
て
剰
余
金
の

一
部
を

積
み
立
て
る

「
周
辺
地
域

整
備
資
金
」
を
〇
三
年
度

に
エ
ネ
特
会
内
に
新
設
。

支
出
の

一
方
で
、　
一
定
額

を
確
保
す
る
た
め
毎
年
積

み
立
て
て
お
り
、
毎
年
度

の
資
金
残
高
は
千
三
百
億

円
前
後
で
推
移
し
た
。

剰
余
金
自
体
は
事
業
見

直
し
な
ど
で
減
少
傾
向
だ

が
、
既
得
権
益
を
温
存
す

る
同
省
の
姿
勢
は

「剰
余

金
を
別
の
プ
ー
ル
に
移
し

た
だ
け
」
と
国
会
で
も
追

及
さ
れ
た
。

「
原
発
埋
蔵

金
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
剰
余
金
を
抑
え

峯
け
動
″
期
榊
“
に
絲
嚇

前
の
方
式
を
や
め
、
現
在

は

一
般
会
計
か
ら
必
要
額

を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

■
抵
　
抗

福
島
第

一
原
発
事
故
を

受
け
、
国
会
で
は
与
野
党

双
方
か
ら
推
進
の
資
金
源

で
あ
る
エ
ネ
特
会
に
厳
し

い
目
が
向
け
ら
れ

「
す
ぐ

に
廃
止
し
て
福
島
の
賠
償

金
に
回
す
べ
き
だ
」

（民

主
党
の
谷
岡
郁
子
参
院
議

員
）
と
解
体
を
求
め
る
声

も
。
だ
が
、
国
が
多
額
の

立
地
対
策
費
を
負
担
す
る

エ
ネ
特
会
の
仕
組
み
は
、

経
産
省
と
二
人
三
脚
で
原

発
を
推
進
し
て
き
た
電
力

会
社
に
と
っ
て
も
あ
り
が

た
い
存
在
だ
”
．

昨
年
、
政
府
が
エ
ネ
特

会
を
事
業
仕
分
け
で
取
り

上
げ
た
際
に

「電
気
事
業

連
合
会
が
削
減
に
反
対
し

て
猛
烈
な
ロ
ビ
ー
活
動
を

行

っ
て
い
た
」

（民
主
党

議
員
）
。
予
算
編
成
に
携

わ

っ
た
経
産
省
の
職
員
は

「風
力
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
予
算
を
手
厚
く
し
よ
う

と
し
た
ら
、
東
京
電
力
の

幹
部
に

『
原
発
の
方
に
も

っ
と
回
せ
』
と
抵
抗
さ
れ

た
」
と
打
ち
明
け
る
。

電
力
業
界
で
は
、
電
力

会
社
の
役
員
ら
が
自
民
党

に
個
人
献
金
。
電
力
総
連

な
ど
の
政
治
団
体
も
、
民̈

主
党
議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
を
購
入
す
る
な
ど
し
て

き
た
。
も
と
も
と
特
会
は

一
般
会
計
と
違

っ
て
国
会

の
チ

エ
ツ
ク
が
届
き
に
く

い
上
、
こ
う
し
た
族
議
員

や
業
界
、
官
僚
が
は
び
こ

る
温
床
と
さ
れ
て
き
た
。

族
議
員
ら
は
今
も
健
在

で
、
今
後
の
見
直
し
議
論

で
は
激
し
い
巻
き
返
し
も

予
想
さ
れ
る
。

藝 氣

政
官
業
で
仕
組
み
死
守

着
工
減
も
剰
余
金
プ
ー
ル

エネルギー対策特別会計の仕組み
(2009年度予算より)

消費者

'世
帯あたり平均で
月約 110円

消費者

(ガ偶 ζ宅「
り

)

電力会社

電源開発促進税

(Ю
Omた り

)

石油精製会社など

石油石炭税

(別脇7)
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2415億円 2825億円

理
化

:辮,撃轟亀腱
6240億円111耐・一剛

・９５５億円・輌一一等轟榊̈一」金一呻


